
 

単元イメージ計画表        第４学年  ゲーム（ベースボール型） 

 

○単元名  「 ベストポジションで最少失点➡勝利をつかめ！ラケットティーボール 」 

 

○ゴールイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面に応じてアウトを取りやすいポジショニングを仲間と連携してとり、最少失点での勝利を目指す姿 



単元イメージ 

時間    １      ２             ３    ４      ５      ６       ７      ８ 

学習課題 
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まとめ 
 

 
 

  
  

  
  

  

ラケットティーボール 

をしよう 
守備を工夫してできるだけ失点を防ごう 

最少失点をねらって 

チームでより良く連携しよう 

ゲームのルールを理解することで、楽しくスムーズ

にラケットティーボールを行うことができる 

捕り方やポジションなど、守備の工夫をすること

で、できるだけ失点を防ぐことができる 

チームの仲間と協力して作戦を考え実行したり、最少失点をねらって守備の 

工夫を楽しんだりすることが、勝利をつかむために大切であると理解できる 

１．オリエンテーション 

・場や用具の準備の仕方を知る 

・メインゲームのルール確認 

 

まとめ・振り返り 

３．ホームラン競争

（どのように打つと

いいかを考えながら

取り組む） 

４．メイン 

ゲームⅠ 

（分からない

所や困った所

を全体で共有

する） 

１．キャッチボールゲームⅠ 

（どうすればキャッチしやすいか考えながら取り組む） 

２．学習課題の確認 

３．ヒット＆キャッチゲーム 

（点を取られないようにするためにはどうするか考えながら取り組む） 

 

 

 

 

 

 

 

キャッチの時、下から 

抱え込むようにする 

４．メイン 

ゲームⅠ 

（１回目よりも

スムーズにゲー

ムを進めること

ができるように

声掛けをする） 

３．ホームラン競争

（より遠くにとばせ

る打ち方考えながら

取り組む） 

空いているスペースがない

ようにポジションどり 

アウトにしやすいベストポ

ジションをチームで探る 

４．メインゲームⅠ 

（時間制 or 回数制の中で、間に作戦タイムを設ける） 

４．メインゲームⅡ 

（時間制 or 回数制の中で、間に作戦タイムを設ける） 

１．キャッチボールゲームⅡ 

（どんなパスが受け取りやすいか考えながら取り組む） 

３．チーム課題練習 

または 

ヒット＆キャッチゲーム 

（チームで考えた作戦を確かめてみる） 

３．ラケット 

ティーボール 

大会 

（〇試合行い、各ゲームの間

に作戦タイムを設ける） 



 


